




国内800万人とも呼ばれる喘息患者の健康管理のために、呼吸音を自ら記録し、体調とともにクラ
ウドから確認出来るサービスを提供。
録音した呼吸音から異常検知を行うソフトウェアを開発し、この実装を目指す。更に将来的には、AI
（機械学習）技術と組み合わせることによって、呼吸音と様々な関連情報（喘息日記に記録してい
る体調、季節、時間、随伴症状、天候、治療内容、服薬状況、日常生活内容等）を合わせてモデ
ル化し、季節や時間、天気予報と連動したより患者個々人に即した症状予測なども行っていく。

株式会社JVCケンウッド

将来像

プロジェクト概要

求める支援概要

～呼吸音の自己記録による健康管理・遠隔診断サービスの構築～

・資金支援（ファンド等による出融資等）
・規制緩和（呼吸音を記録するためのデバ
イスの法律上の位置づけの明確化）

喘息患者向け健康管理サービスから、呼吸音
を利用した遠隔医療や在宅介護サービスへ拡
大。適切な健康管理による医療費削減に寄
与。
音の蓄積により新たなビッグデータビジネスへ。
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株式会社スペースマーケット

将来像

プロジェクト概要

求める支援概要

～場所のシェアリングビジネスによる地方創生実現とマイクロアントレプレナーの創出～

・資金支援（サービス高度化のための公的支援）
・メンターによる指導、助言など伴走支援
・規制緩和（補償制度の制度的扱い）

・自治体との連携を進め、空き家問題、自治体施設の赤
字運営等の様々な社会問題を解決。同時にユニークな場
所を起点として観光活性化にも寄与。成功事例をロールモ
デルとして構築し、全国展開。
・自治体を巻き込んだシェアリングエコノミーの先駆事例とし
て、地方創生に寄与。 13

• 遊休スペースのホストと場所を探しているゲストをマッチングするプラットフォームを運営。会議室等に加
え、神社仏閣や廃墟ビル、市長室、離島等、ユニークなスペースを多数掲載。スペースオーナーに対して
新しい遊休スペース活用を提案し、ユーザーを結びつけることで、遊休不動産の収益化を続々実現。

• AIを活用したリコメンド機能の精緻化、ホスト・ゲストが安心して利用するための補償制度の設計・実
現を目指す。



開発済みの人工知能データ分析プラットフォームで用いるデータベースの高度化。小売店舗の売上を最大化す
るにあたり、現在の整理・形式化されたデータを活用するだけでは不十分という課題がある。店員・顧客の位置、
動き、商品の配置、仕入れ状況等、多種多様な売上に与える要因となる整理・形式化されていない雑多なデー
タを包括的に管理し、人工知能技術との容易な連携を可能とするデータベースが必要となる。既に顧客である
小売店舗をはじめ、IoT化を進める様々な産業で活用可能な人工知能データ分析プラットフォームを開発する。

株式会社ABEJA

将来像

プロジェクト概要

～IoT化社会に向けた雑多なデータを包括的に管理可能なデータシステムの研究開発～

・人工知能による生産性向上のロールモデルとなり、様々な産業
分野（製造業、ヘルスケア等）からのビジネスデータが集まるよう
になるため、データプラットフォーマ―となる。
・アジアの多くの国で採用されるようになり、一地点（事務所や店
舗等）だけでなく、複数地点で面的に増えてデータが集まるように
なり、街・地域全体のデータ分析による価値創造が可能となる。

求める支援概要
・資金支援
データベース技術開発

・規制緩和・ルール整備
1.個人情報保護
2.データ所有権
3.データポータビリティ
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